
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
５
２
回 

 

東
京
大
学
学
生
の
体
験
学
習
サ
ポ
ー
ト 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
３
０
日
（
水
） 

 

雨 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
湯
川
一
郎
、
中
前
偉
、
阪
口
雄
二
、

大
森
洋
、
大
江
加
予
子
、
畑
林
清
子
、
生
熊
千
満
子
、
梶
野
照

雄
、
西
克
、
高
階
美
根
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

 

東
京
大
学
（
職
員
） 

秋
山
聰
（
副
学
長
、
文
学
部
長
教
授
）、
太
田
泉
フ
ロ
ラ
ン
ス
（
大
学
院
人

文
社
会
研
究
助
教
）、
笹
田
敬
顕
（
社
会
連
携
部
渉
外
課
課
長
）、
斉
藤
智
（
社

会
連
携
部
渉
外
課
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
名 

東
京
大
学
（
学
生
） 

出
倉
正
啓
（
４
年
理
学
部
）、
荒
木
英
佳
（
４
年
文
学
部
）、
福
里
拓
海
（
４

年
工
学
部
）、
藤
田
敦
也
（
２
年
理
科
一
類
）、
六
川
雅
英
（
修
士
１
年
総
合

文
化
研
究
）、
渡
辺
恵
文
（
３
年
理
学
部
）、
関
守
太
心
（
２
年
理
科
二
類
）、

羽
生
田
望
美
（
２
年
文
化
三
類
）、
佐
橋
真
琴
（
２
年
文
化
三
類
）、
鈴
木
元

太
（
４
年
工
学
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
０
名 

新
宮
市
役
所
文
化
振
興
課 

南
由
起
、
小
林
高
太
、
前
地
清
光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
名 

熊
野
学
研
究
委
員
会 

田
原
敬
冶
（
理
学
博
士
南
紀
高
等
学
校
教
諭
） 

  

 
 

 
 

 

雨
が
降
り
出
し
た 

 
 

 
 

毛
布
も
荷
揚
げ 

 
 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
着
く 

 

ひ
と
月
ほ
ど
前
だ
っ
た
か
、
新
宮
市
役
所
の
文
化
振
興
課
南
課
長
補
佐
か
ら

電
話
が
あ
り
「
東
京
大
学
か
ら
職
員
、
学
生
が
１
５
名
ほ
ど
体
験
学
習
の
た
め

来
新
す
る
。
８
月
３
０
日
に
行
仙
宿
で
一
日
面
倒
を
見
て
頂
け
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
の
内
容
だ
っ
た
。
東
京
大
学
と
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
頭
に
浮
か
ん

だ
の
は
我
々
が
管
理
す
る
山
小
屋
は
修
験
者
や
登
山
者
が
利
用
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
子
供
た
ち
の
学
習
の
場
や
企
業
の
研
修
の
場
と
し
て
広
く
利
用
し
て

も
ら
い
た
い
、
と
玉
岡
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
が
常
に
頭

に
あ
る
の
で
、
即
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
い
た
。 

後
日
送
ら
れ
て
き
た
計
画
書
で
は
、
そ
の
目
的
と
し
て
「
学
生
が
熊
野
参
詣
道

や
大
峯
奥
駈
道
の
世
界
文
化
遺
産
（
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
）
に
お
い
て

歴
史
、
伝
統
文
化
、
自
然
な
ど
を
体
験
的
に
学
び
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
ま
た
地
域
が
抱
え
る

諸
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
探
り
ま
す
。」
と
あ

る
。 



 
体
験
学
習
の
概
要
が
判
っ
た
の
で
行
仙
宿
で
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
女
性
陣

に
味
噌
汁
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
お
願
い
し
、
好
天
を
祈
っ
て
当
日
を
迎
え
る
だ

け
と
な
っ
た
。
し
か
し
天
気
予
報
が
芳
し
く
な
く
、
３
０
日
だ
け
に
雨
マ
ー
ク

が
付
い
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

東
大
生
到
着 

 
 
 
 

 

お
堂
で
勤
行 

 
 

 
 
 

薪
割
り
に
挑
む 

 

準
備
だ
け
は
何
と
か
整
え
た
中
、
二
日
前
の
２
８
日
に
湯
川
君
が
四
ノ
川
林

道
の
整
備
に
出
か
け
た
帰
路
、
バ
ス
会
社
の
社
員
が
道
路
の
下
見
に
来
て
い
る

の
に
出
会
い
、
色
々
注
文
が
あ
っ
た
ら
し
く
翌
２
９
日
に
沖
崎
、
湯
川
と
市
職

員
が
５
名
で
道
路
整
備
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。（
第
２
２
５
１
回
参
照
） 

 

前
日
に
は
天
気
予
報
が
曇
に
変
わ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
降
ら
ず
に
済
み
そ

う
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
朝
起
き
る
と
雨
こ
そ
降
っ
て
い
な
い
が
今
に
も
降
り

出
し
そ
う
な
ど
ん
よ
り
と
し
た
雲
が
空
一
面
を
覆
っ
て
い
た
。 

午
前
７
時
過
ぎ
に
沖
崎
宅
を
出
発
。
沖
崎
車
は
湯
川
君
が
運
転
し
女
性
３
名
も

乗
り
込
み
行
仙
宿
に
先
行
し
て
も
ら
う
。
湯
川
車
に
男
４
人
が
乗
り
バ
ス
先
導

の
た
め
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
へ
向
か
う
。
秋
山
団
長
に
挨
拶
し
、
程
な
く
バ
ス
が
到

着
。
新
宮
市
の
１
０
人
乗
り
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
が
加
わ
り
３
台
で
出
発
し
た
。 

宮
井
大
橋
を
渡
り
奥
瀞
道
路
経
由
、
途
中
大
沼
の
道
の
駅
で
ト
イ
レ
休
憩
し
不

動
ト
ン
ネ
ル
を
越
え
て
浦
向
よ
り
Ｒ
４
２
５
に
入
る
。 

昨
日
５
人
で
整
備
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
止
ま
る
こ
と
な

く
進
行
す
る
。
な
り
よ
り
も
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
対
向
車
が
無
い
事
が
安

心
材
料
だ
。
四
ノ
川
林
道
の
掘
れ
た
場
所
も
土
嚢
袋
３
５
袋
位
を
入
れ
た
の
で
、

バ
ス
は
登
山
口
手
前
の
広
場
ま
で
入
る
こ
と
が
出
来
た
。 

い
つ
の
間
に
か
雨
が
降
り
出
し
て
い
た
。
本
降
り
と
迄
は
行
か
な
い
が
止
む
気

配
は
な
い
。
登
山
口
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
沖
崎
よ
り
本
日
の
予
定
、
注
意
事
項
、

荷
揚
げ
品
な
ど
を
説
明
し
登
り
始
め
る
。 

皆
さ
ん
若
く
登
る
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
。
つ
い
て
行
く
の
が
や
っ
と
で
最
後
尾
を

歩
き
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
着
く
。 

２
０
日
に
台
風
通
過
後
の
点
検
に
行
っ
た
際
、
行
仙
岳
北
側
の
段
差
補
修
用
に

半
割
丸
太
を
１
０
本
荷
揚
げ
し
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
半
分
に
切
り
２
０
本
を
準

備
し
て
い
た
。
こ
の
半
割
丸
太
の
荷
揚
げ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
事
を
今
日
の

メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
い
た
が
、
皆
さ
ん
は
積
極
的
に
応
じ
て
く
だ
さ
る
。
中
に

は
２
本
を
肩
に
す
る
学
生
も
い
て
、
用
意
し
て
い
た
２
０
本
は
あ
っ
と
い
う
間

に
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
も
最
後
尾
を
歩
い
て
行
仙
宿
に
着
く
。
学
生
諸
君
は
５

分
以
上
早
く
着
い
た
よ
う
だ
。 

お
堂
前
に
全
員
集
ま
っ
て
頂
き
、
中
前
君
の
導
師
で
今
日
の
作
業
安
全
と
世
界

平
和
を
祈
る
。
中
前
君
が
吹
く
法
螺
貝
の
音
も
学
生
諸
君
に
は
初
め
て
の
事
だ

ろ
う
。
こ
の
後
水
場
に
降
り
る
予
定
だ
っ
た
が
、
雨
が
続
い
て
足
元
が
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
た
め
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
中
止
し
た
。
前
回
（
２
０
１
７
年

９
月
１
日
）
水
場
を
経
験
さ
れ
て
い
る
秋
山
先
生
も
今
日
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン



で
水
場
へ
降
り
る
こ
と
を
心
配
さ
れ
て
い
た
の
で
水
場
は
カ
ッ
ト
し
、
薪
割
り

の
体
験
を
し
て
頂
く
。
現
在
の
生
活
で
薪
を
燃
料
と
し
て
使
う
こ
と
は
ま
ず
な

い
の
で
、
学
生
諸
君
に
と
っ
て
は
初
め
て
で
最
後
の
経
験
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
女
性
も
含
め
て
皆
積
極
的
に
挑
戦
さ
れ
る
。
梶
野
君
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

持
ち
だ
し
て
丸
太
の
玉
切
り
を
始
め
た
。
学
生
の
数
人
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
も

ち
玉
切
り
に
挑
戦
、
最
初
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
た
の
は
女
子
学
生
だ
っ
た
。

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見
て
い
た
が
、
し
っ
か
り
切
れ
て
い
た
の
で
少
し
安
心
し

た
。 

 
 

 
 

 

昼
食 

 
 
 
 

 
 
 

 

講
話 

 
 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

１
２
時
近
く
な
り
撤
収
し
て
昼
食
に
す
る
。
女
性
陣
が
作
っ
て
く
れ
た
味
噌
汁

が
好
評
で
、
お
替
わ
り
を
す
る
学
生
が
続
出
だ
っ
た
。 

午
後
か
ら
は
雨
脚
が
強
く
な
り
、
予
定
し
て
い
た
行
仙
岳
ま
で
奥
駈
道
を
歩
く

こ
と
を
中
止
し
、
小
屋
内
で
当
ぐ
る
ー
ぷ
の
紹
介
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
大
峯
奥

駈
道
に
つ
い
て
な
ど
の
講
話
を
さ
せ
て
頂
い
た
。
普
段
の
講
義
と
は
違
う
話
な

の
で
学
生
諸
君
は
熱
心
に
聞
い
て
お
り
、
質
問
も
数
多
く
あ
り
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。 

 

降
雨
の
た
め
予
定
し
て
い
た
メ
ニ
ュ
ー
の
一
部
し
か
実
施
出
来
な
か
っ
た
。 

多
少
の
消
化
不
良
感
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
楽
し
か
っ
た
と
の
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

下
山
準
備
の
後
、
午
後
３
時
前
小
屋
を
後
に
し
た
。 

 
 

 
 

 

下
山
開
始 

 
 

 
 
 

 
 

下
山 

 
 
 
 

 
 
 

 

バ
ス
に
着
く 

お
礼
に
た
く
さ
ん
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
頂
い
た
。
翌
日
新
宮
市
役
所
か
ら
電
話
が
あ

り
「
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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